
目次
新型コロナウイルス等対策について P03
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い
で
の
ま
ち
か
ど

オ
ウ
ツ

チ
ン

グ

59
人
が
学
び
舎
巣
立
つ

　
　
　
泉
ヶ
丘
中
学
校

　

泉
ヶ
丘
中
学
校
（
中
田
邦
和

校
長
）
で
３
月
12
日
（
木
）、

第
73
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
行

わ
れ
、
卒
業
生
59
人
が
、
慣
れ

親
し
ん
だ
学
び
舎
を
巣
立
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
卒
業
式
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
の

た
め
に
出
席
者
が
制
限
さ
れ
、

時
間
も
短
縮
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
、
中
田
校
長
が
、

卒
業
生
代
表
の
植
田
真
妃
さ
ん

に
卒
業
証
書
を
手
渡
し
た
あ

と
、
卒
業
生
に
向
け
て
、
は
な

む
け
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
在
校
生
を
代
表
し
て
生

徒
会
長
の
岸
本
歩
乃
歌
さ
ん
が

送
辞
を
、
卒
業
生
を
代
表
し
て

加
藤
鈴
音
さ
ん
が
答
辞
を
述
べ

た
あ
と
、
卒
業
生
た
ち
は
「
旅

立
ち
」
を
合
唱
し
、
大
き
な
拍

手
を
受
け
な
が
ら
会
場
を
後
に

し
ま
し
た
。

　

井
手
小
学
校（
山
野
勉
校
長
）

と
多
賀
小
学
校
（
中
島
禎
宏
校

長
）
で
３
月
19
日
（
木
）、
卒

業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
井

手
小
学
校
か
ら
は
39
人
、
多
賀

小
学
校
か
ら
は
15
人
が
卒
業
し

ま
し
た
。

　

中
学
校
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
行
っ

た
う
え
で
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
会
場
で
は
校
長
先
生
か
ら
一

人
一
人
に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ

れ
た
あ
と
、
卒
業
生
た
ち
は
６

年
間
の
思
い
出
を
胸
に
小
学
校

を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

井
手
小
39
人
、
多
賀
小
15
人

　
　
　
　
小
学
校
で
卒
業
式

卒業証書を受け取る植田さん

多賀小学校の卒業生 井手小学校の卒業生
　

役
場
で
は
、
今
後
の
行
政
需
要

に
対
応
す
る
た
め
、
４
月
１
日
付

で
職
員
の
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）
※
カ
ッ
コ
内
は
旧
役
職

◎
町
長
の
事
務
部
局

【
理
事
級
】

▽
理
事
兼
地
域
創
生
推
進
室
長
事

務
取
扱
（
京
都
府
）
藤
岡
栄
▽
理

事
兼
建
設
課
長
事
務
取
扱
（
京
都

府
）
西
岡
久
▽
井
手
町
職
員
の
併

任
を
解
く
（
理
事
兼
建
設
課
長
事

務
取
扱
）
西
田
哲
弥

【
課
長
級
】

▽
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
所

長
・
い
づ
み
児
童
館
長
兼
務
（
教

育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
課
長
）

平
間
克
則
▽
住
民
福
祉
課
長
（
議

会
事
務
局
長
）
野
﨑
裕
美

【
係
長
級
】

▽
高
齢
福
祉
課
係
長
（
保
健
医
療

課
係
長
）
林
田
夕
加
▽
保
健
医
療

課
係
長
（
住
民
福
祉
課
係
長
）
西

島
佳
子
▽
建
設
課
係
長
（
京
都
府

市
町
村
職
員
実
務
研
修
生
派
遣
）

髙
田
頼
行

【
主
事
級
】

▽
総
務
課
主
事
（
京
都
府
市
町
村

人
事
交
流
派
遣
）
小
西
裕
基
▽
地

域
創
生
推
進
室
主
事
（（
一
財
）
地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
実
務
研
修
生

派
遣
）
新
大
毅
▽
住
民
福
祉
課
主

事
（
高
齢
福
祉
課
主
事
）
村
上
亘

▽
玉
川
保
育
園
保
育
士
（
い
づ
み

保
育
園
保
育
士
）
石
橋
千
佳
▽
玉

川
保
育
園
保
育
士
（
い
づ
み
保
育

園
保
育
士
）
今
西
春
香
▽
い
づ
み

保
育
園
保
育
士
（
玉
川
保
育
園
保

育
士
）
南
唯
▽
い
づ
み
保
育
園
保

■
人
事
異
動
に
つ
い
て

育
士
（
玉
川
保
育
園
保
育
士
）
今

西
三
月
▽
保
健
医
療
課
主
事
（
建

設
課
主
事
）
角
谷
和
津
輝
▽
建
設

課
技
師
・
上
下
水
道
課
技
師
兼
務

（
建
設
課
技
師
）
里
西
宏
基
▽
京
都

府
市
町
村
職
員
人
事
交
流
派
遣
（
総

務
課
主
事
）
八
木
亮
天
▽
（
一
財
）

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
実
務
研
修

生
派
遣
（
税
務
課
主
事
）
西
谷
拓

真
▽
京
都
府
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
派
遣
（
保
健
医
療
課
主
事
）

中
田
和
宜

◎
議
会
の
事
務
部
局

【
課
長
級
】

▽
議
会
事
務
局
長
（
い
づ
み
人
権

交
流
セ
ン
タ
ー
所
長
・
い
づ
み
児

童
館
長
兼
務
）
木
田
ゆ
か
り

◎
教
育
委
員
会
の
事
務
部
局

【
課
長
級
】

▽
社
会
教
育
課
長
・
山
吹
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
所
長
・
図
書
館
長
兼

務
（
住
民
福
祉
課
長
）
中
坊
玲
子

◎
新
規
採
用

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育

課
課
長
補
佐
兼
指
導
主
事
・
民
岡

薫
▽
税
務
課
主
事
補
・
木
村
優
太

▽
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師
補
・
宗

田
千
聖

◎
退
職

▽
理
事
兼
地
域
創
生
推
進
室
長
事

務
取
扱
・
眞
木
伸
浩
▽
教
育
委
員

会
事
務
局
学
校
教
育
課
課
長
補
佐

兼
指
導
主
事
・
加
藤
益
丈
（
以
上

３
月
31
日
付
）

◎
京
都
府
人
事
交
流

▽
総
務
課
課
長
補
佐
（
京
都
府
）

堀
口
拓
馬
▽
井
手
町
職
員
の
併
任

を
解
く
（
総
務
課
課
長
補
佐
）
森

田
昭
平
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新型コロナウイルス等対策について
感染しない！感染させない！
手洗い・咳エチケット
　ドアノブや電車のつり革など
様々なものに触れることにより、
自分の手にもウイルスが付着して
いる可能性があります。
　外出先から帰宅時や調理の前
後、食事前などこまめに手を洗い
ましょう！

　咳やくしゃみが直接人にかからな
いようにカバーしましょう。
＜咳やくしゃみをするときは＞
・ティッシュなどで鼻と口を覆う。
・とっさの時は袖や上着の内側で
　覆う。
・マスクを着用する。
・周囲の人からなるべく離れる。

〇厚生労働省の電話相談窓口
　℡０１２０－５６５６５３（フリーダイヤル）
　受付時間　午前９時～午後９時

○京都府の相談窓口
　帰国者・接触者相談センター
　℡０７５－４１４－４７２６（受付時間 24 時間対応）
　山城北保健所　℡２１－２９１１
　受付時間　午前 8 時半～午後 5 時 15 分（平日のみ）

新型コロナウイルス感染症　専用の相談窓口

手洗い 咳エチケット

　
「
国
民
健
康
保
険
」
や
「
後

期
高
齢
者
医
療
」
の
加
入
者
を

対
象
に
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。（
健
診
に
要

す
る
費
用
額
の
７
割
相
当
額
を

助
成
し
ま
す
。）

■
受
診
機
関

・
京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
・
人
間
ド
ッ
ク
予
約
係（
℡

72
‐
０
２
３
５
）

・
田
辺
中
央
病
院
・
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
（
℡
63
‐

１
１
１
６
）

・
武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
・
総
合

窓
口
（
０
７
５
‐
７
４
６
‐

５
１
０
０
）

（
武
田
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー
・

宇
治
武
田
病
院
健
康
セ
ン

タ
ー
・
武
田
総
合
病
院
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
・
山
科
武
田
ラ
ク

ト
健
診
セ
ン
タ
ー
）

■
申
込
締
切

令
和
２
年
５
月
29
日
（
金
）
予

定
人
数
に
達
し
た
場
合
締
切
る

場
合
が
あ
り
ま
す

■
受
診
期
間

令
和
２
年
４
月
１
日
（
水
）
～

令
和
２
年
12
月
31
日
（
木
）

■
対
象
者

【
国
民
健
康
保
険
加
入
者
】

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

・
引
き
続
き
１
年
以
上
本
町
の

被
保
険
者
で
あ
る
方

・
入
院
ま
た
は
妊
娠
し
て
い
な

い
当
該
年
度
末
現
在
満
40
歳
以

上
の
方

・
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し

て
い
る
世
帯
に
属
す
る
方

・
前
回
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
か

ら
６
月
以
上
経
過
し
て
お
り
、

受
診
回
数
は
同
一
年
度
1
回
で

あ
る
方

・
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
結
果
を

特
定
健
診
の
受
診
に
代
え
て
取

り
扱
う
こ
と
を
了
承
す
る
方　
　
　
　
　

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

者
】

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

・
本
町
の
被
保
険
者
で
あ
る
方

・
入
院
ま
た
は
介
護
施
設
に
入

所
し
て
い
な
い
方

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

完
納
し
て
い
る
世
帯
に
属
す
る

方　・前
回
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
か

ら
６
月
以
上
経
過
し
て
お
り
、

受
診
回
数
は
同
一
年
度
1
回
で

あ
る
方　

・
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
結
果
を

後
期
高
齢
者
健
診
の
受
診
に
代

え
て
取
り
扱
う
こ
と
を
了
承
す

る
方　
　
　
　

■
申
込
方
法

　

○
保
健
医
療
課
窓
口
で
備
付

け
の
申
込
書
を
提
出
。

・
受
診
さ
れ
る
前
に
必
ず
保
健

医
療
課
及
び
受
診
機
関
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
し
込
み
の
際
に
、

予
定
人
数
に
達
し
て
い
る
場
合

は
、
助
成
対
象
外
と
な
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
受
診
の
際
に
は
、
予
約
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
自
身

で
受
診
を
希
望
さ
れ
る
医
療
機

関
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
必
要
な
も
の

　
　

印
鑑
・
保
険
証

　
◎
国
民
健
康
保
険
の
人
間
ド
ッ

ク
と
特
定
健
康
診
査
、
後
期
高

齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク
と
後
期
高

齢
者
健
康
診
査
の
重
複
受
診
は

で
き
ま
せ
ん
。　

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
医

療
課　
（
℡
82
‐
６
１
６
６
）

ま
で

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
２
年
度
人
間
ド
ッ
ク
助
成
受
付
を

　

 

４
月
１
日
（
水
）
よ
り
開
始
し
ま
す
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◇令和２年度（２０２０年度）の当初予算◇

６８億３２００万４千円
一般会計　４０億９２００万円　　特別会計　２７億４０００万４千円

■令和２年度
       予算の概要

　

令
和
２
年
度
の
一
般
会
計

は
、
道
路
や
上
下
水
道
な
ど
、

生
活
基
盤
の
整
備
・
拡
充
、

地
域
福
祉
を
は
じ
め
と
す
る

福
祉
の
充
実
、
住
民
の
健
康

増
進
、
教
育
の
充
実
、
商
工

業
や
観
光
振
興
、
環
境
保
全

や
防
災
対
策
の
強
化
、
人
権

啓
発
な
ど
、
継
続
的
な
取
り

組
み
を
さ
ら
に
積
極
的
に
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

さ
て
、
本
町
の
最
も
大
き

な
課
題
は
人
口
の
減
少
を
食

い
止
め
、
い
か
に
し
て
ま
ち

を
活
性
化
さ
せ
る
か
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
利
便
性

の
向
上
を
図
る
た
め
の
Ｊ
Ｒ
奈

良
線
の
複
線
化
、
雇
用
の
創
出

や
税
収
の
確
保
の
た
め
の
企
業

誘
致
、
そ
し
て
、
住
宅
地
を
は

じ
め
と
す
る
開
発
適
地
拡
大
の

た
め
の
国
道
24
号
城
陽
井
手
木

津
川
バ
イ
パ
ス
の
整
備
の
３
つ

が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
こ
れ
ら
を
着
実
に
前
進

さ
せ
て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
予

算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
は
、
Ｊ
Ｒ
奈
良
線

高
速
化
・
複
線
化
第
二
期
事
業

の
補
助
を
は
じ
め
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第
５

次
総
合
計
画
策
定
業
務
、
新
庁

舎
等
基
本
設
計
・
実
施
設
計
業

務
や
新
庁
舎
に
併
設
す
る
「
道

の
駅
」
的
休
憩
施
設
開
設
準
備

事
業
、
老
朽
化
し
て
い
る
多
賀

地
区
の
町
営
住
宅
の
建
て
替
え

事
業
、
令
和
３
年
４
月
開
校
予

定
の
府
立
特
別
支
援
学
校
へ
の

登
校
路
線
と
な
る
町
道
３
号
線

道
路
改
良
及
び
町
道
29
号
線
道

路
改
良
や
、
国
道
24
号
城
陽
井

手
木
津
川
バ
イ
パ
ス
と
市
街
地

と
の
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
を
は

じ
め
と
す
る
町
道
整
備
事
業
に

取
り
組
ま
す
。

　

ま
た
障
が
い
者
の
生
活
行
動

府立特別支援学校の開校に向けて整備を進める町道



広報いで R2-045

■■■■ 令和２年度主な事業（単位：千円）■■■■

範
囲
の
拡
大
と
社
会
参
加
の

促
進
を
図
る
た
め
、
外
出
困
難

な
障
が
い
者
に
対
し
て
タ
ク

シ
ー
料
金
を
助
成
す
る
福
祉

タ
ク
シ
ー
事
業
や
、
大
規
模
地

震
な
ど
が
発
生
し
た
際
の
避

難
所
確
保
の
た
め
の
防
災
広

場
整
備
や
、
小
中
学
校
に
お
け

る
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
充
実

を
図
る
た
め
、
教
育
情
報
化
推

進
、
保
護
者
負
担
軽
減
施
策
と

し
て
義
務
教
育
が
終
了
す
る

中
学
校
卒
業
ま
で
の
全
て
の

給
食
費
の
無
償
化
、
泉
ヶ
丘
中

学
校
の
国
際
交
流
・
海
外
派
遣

事
業
へ
の
支
援
な
ど
も
引
き

続
き
予
算
計
上
し
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
予

算
は
40
億
９
２
０
０
万
円
と

な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て

２
４
０
０
万
円
、
０
・
６
％
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
（
国
民

健
康
保
険
・
介
護
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
・
井
手
町

水
道
事
業
・
多
賀
地
区
簡
易

水
道
事
業
・
公
共
下
水
道

事
業
・
多
賀
財
産
区
）
を

合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、

68
億
３
２
０
０
万
４
千
円
（
対

前
年
度
比
１
８
４
万
５
千
円

減
）
と
な
り
ま
し
た
。

■総務費
第５次総合計画策定業務 ４，４４０
井手町地域おこし協力隊事業 ５，３００
首都圏人材京都還流促進事業 ２，０００
ＪＲ奈良線高速化・複線化第二期事業費補助金

１４７，４００
新庁舎等基本設計・実施設計業務 ４９，０００
基幹業務システム用プリンタ更新 ９，０００

■民生費
バリアフリー整備 ５１０
障がい者基本計画等策定業務 ３，１７７
地域福祉計画策定業務 ２，６５２
自動車急発進防止装置取付費補助 ２００
老人福祉センター空調改修 １２，０００
いづみ人権交流センター施設改修 １６，４４０
病児保育利用料助成 ３０
子育て支援チャイルドシート等購入費補助 ３７５
一時預かり事業 ５，８１６

■衛生費
子育て世代包括支援事業 ３１２
産後ケア事業 １７２
住宅用太陽光発電システム等設置補助 １，４００
予防接種事業 ２３，５４８
健康増進事業 １４，４２０
二十歳からの健康づくり事業 ７０９
城南衛生管理組合分担金 ８８，７５５

■農林水産業費
良質米出荷奨励事業 ５００
森林整備事業 ２，０００
新規就農者確保対策事業 ２，２５０
地域営農継続支援事業 ３００
有害鳥獣駆除 ７，１７０
農地・水・環境保全向上対策事業 ４，７８８

■商工費
企業立地促進助成 １１，９６１
中小企業融資利子補給 １，０００
まちづくりセンター施設整備 １，４００
プレミアム付き商品券発行補助 １２，３００
町商工会振興事業 ７，５００
いでちょう百縁商店街事業補助 ４００
小規模企業者資金借入保証料補給 ２，５００

「道の駅」的休憩施設開設準備事業 ５，０００

■土木費
町道２９号線道路改良 ８０，０００
町道３号線道路改良 ５４，５００
歴史と自然が薫る道づくり事業 ５，０００
国道２４号城陽井手木津川バイパスアクセス道路整備

４，０００
町内河川浚渫 １０，９００
町営住宅バリアフリー化整備 ３３，０００
多賀地区町営住宅建替事業 ８４，１００

■消防費
消防団資機材購入 ６，７００
消防委託料 １７６，３３３
防災訓練費 １，０５０
防災情報通信設備更新 ３，３００
防災広場整備 １０，０００

■教育費
学校給食費支援事業 １９，１００
英語指導助手 １０，８４０
英検チャレンジ推進事業 ４５２
数検チャレンジ推進事業 ３８２
放課後児童クラブ １５，５６６
泉ヶ丘中学校国際交流・海外派遣事業 １，０００
学校施設長寿命化計画策定事業 ３，８００
町民体育大会支援事業 ５００
給食センター施設整備 １２，９７０
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保健センターからのお知らせ
＊令和２年度【定期】高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種について
　平成３１年から令和５年までの５年間、引き
続き、年度末年齢が６５、７０、７５、８０、
８５、９０、９５、１００歳になる方を定期
接種の対象とすることとなりました。次年度
以降は、定期予防接種の対象とはなりません
のでぜひこの機会にお申込みください。

【定期接種対象者】
　井手町に居住し、過去に一度も当該肺炎球
菌ワクチンの予防接種を受けたことがない方
で、次の①、②のいずれかに該当する方。
①令和２年度中に年度末年齢（令和３年３
月３１日時点での年齢）が６５歳、７０歳、
７５歳、８０歳、８５歳、９０歳、９５歳、
１００歳の方が対象になります。
　※①の対象者には４月下旬に個別通知しま

＊【任意】肺炎球菌ワクチン接種費用の一部助成について
　高齢者肺炎球菌ワクチン定期予防接種以外
で肺炎球菌ワクチンを受けられた６５歳以上
の方に接種費用の一部を助成します。

【助成対象者】
　接種日当日に井手町に住民登録がある６５
歳以上の方。※過去に肺炎球菌ワクチン（23
価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワクチン）
の予防接種を受けた方、健康保険の適用の方
も対象となりません。

【接種対象期間】
　令和２年４月１日～令和３年３月３１日

【申請受付】
　令和３年４月７日まで

【助成金額】
　接種費用のうち４，０００円

【助成方法】
（１）町内医療機関（岡林医院・水野クリニック）
の場合
　医療機関窓口で本人確認書類（健康保険証、

す。接種を希望される方は同封の申し込みハ
ガキでお申込みください。
②６０歳から６５歳未満の方で、心臓、腎臓
もしくは呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイ
ルスによる免疫の機能により障がいを抱える
方（上記障害名の身体障害者手帳１級相当の
方）
　※②に該当される方は保健センターに連絡
してください。

【接種期間】
　令和 3 年 3 月 31 日まで

【接種助成費用】
　自己負担 2,500 円（町民税非課税世帯及び
　生活保護世帯の方は無料）

介護保険証等）を提示のうえ接種してくださ
い。
　医療機関窓口で接種費用のうち４，０００円
を差し引いた金額を支払ってください。

（２）（１）以外の医療機関の場合（償還払い）
　接種後、医療機関窓口で接種費用の全額を
支払い下記の①～④を持参のうえ保健セン
ター窓口で申請してください。
①接種費用の領収書原本
②接種したことが証明できるもの（接種済証、
　予診票控え等）
③印鑑
④振込先がわかるもの（預金通帳など）

お問い合わせは
　　　保健センター（℡８２－３３８５）

　

公
的
な
風
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
る
機

会
が
な
か
っ
た
昭
和
37
年
4
月
2
日
～
昭

和
54
年
4
月
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
男

性
は
抗
体
保
有
率
が
他
の
世
代
に
比
べ
て

低
く
（
約
80
％
）
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

２
０
２
２
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
に

限
り
、
風
し
ん
定
期
接
種
の
対
象
と
な
り

ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
は
昭
和
37
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
47
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た

男
性
の
方
に

　

４
月
末
ご
ろ
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
届
け

し
ま
す
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
し
て
、
ま
ず
、
抗

体
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
そ
の
結
果

十
分
な
抗
体
が
な
い
方
は
定
期
接
種
の
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
予
防
接
種
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
抗
体
検
査
・
予

防
接
種
の
費
用
は
無
料
で
す
。

　

風
し
ん
の
感
染
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め

に
は
、
社
会
全
体
が
免
疫
を
持
つ
こ
と
が

重
要
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

82
‐
３
３
８
５
）

《
風
し
ん
追
加
対
策
》
対
象
の
方
に

　
　

ク
ー
ポ
ン
券
を
お
届
け
し
ま
す
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令和２年度
　国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料の仮徴収について
　保険税・料の納付方法は普通徴収（窓口納付・口座振替）と特別徴収（年金からの天引き）があります。
令和２年２月に特別徴収された方は４月、６月、８月は原則２月と同じ額が仮徴収されます。４月以降、
新たに年金から天引きする方にはお知らせを送付します。

【国民健康保険が特別徴収される方】
　・世帯主が国民健康保険に加入している
　・世帯内の国民健康保険被保険者がすべて６５歳以上７５歳未満
　・介護保険料が特別徴収されている
　・介護保険料と国民健康保険税の合計額が年金額の１／２未満
　・特別徴収対象の年金が年額で１８万円以上

【後期高齢者医療保険料が特別徴収される方】
　・介護保険料が特別徴収されている
　・介護保険料と後期高齢者医療保険料の合計額が年金額の１／２未満
　・特別徴収対象の年金が年額で１８万円以上

【介護保険料が特別徴収される方】
　・特別徴収対象の年金が年額で１８万円以上
　・６５歳になった時期や転入した時期等により、開始時期が異なります。

【納付方法の変更について】
　国民健康保険税及び後期高齢者医療保険料は特別徴収（年金から天引き）になっている方でも、申し出
により口座振替によるお支払いを選択できます。なお、申し出から特別徴収の中止まで３～４ヶ月かかり
ます。
　世帯主、配偶者など、被保険者本人以外の口座振替からお支払の場合、その社会保険料控除は、口座振
替により支払った方の対象となり世帯全体の所得税及び住民税が減額となる場合があります。
　※これまでの納付状況等から滞納が見込まれる場合は口座振替に変更できない場合もあります。
　※介護保険料の納付方法は変更することができません。
　国民健康保険・後期高齢者医療についてのご相談・お問い合わせは、保健医療課　（℡８２－６１６６）
　介護保険料についての、ご相談・お問い合わせは、高齢福祉課（℡８２－６１６５）　まで

こんなときは１４日以内に保健医療課へ届け出てください
◎　国民健康保険に加入するとき

こんなとき 持参するもの
他の市町村から井手町に転入したとき 印かん・前の市町村の転出証明書

個人番号（マイナンバー）が分かるもの
退職して職場の健康保険がなくなったとき、被扶養者からはず
れたとき

印かん・職場の健康保険証からはずれた証明書
個人番号（マイナンバー）が分かるもの

国民健康保険の加入世帯に子どもが生まれたとき 印かん
生活保護を受けなくなったとき 印かん・保護廃止決定通知書

個人番号（マイナンバー）が分かるもの
◎　国民健康保険をやめるとき

こんなとき 持参するもの
井手町以外の市町村に転出するとき 印かん・国民健康保険証

個人番号（マイナンバー）が分かるもの
就職して職場の健康保険に入ったとき、
被扶養者となったとき

印かん・職場の保険証と国民健康保険証
個人番号（マイナンバー）が分かるもの

国民健康保険に入っている人が死亡した
とき

印かん・国民健康保険証
個人番号（マイナンバー）が分かるもの

国民健康保険に入っている人が生活保護を受けるようになった
とき

印かん・国民健康保険証・保護決定通知書
個人番号（マイナンバー）が分かるもの

（就職等で会社の保険に加入した場合には、本人または同世帯員が国民健康保険の喪失手続きを行わないと国民健康保険は喪失
となりません。会社等が手続きすることはありませんのでご注意ください。）
◎　そのほかの場合

こんなとき 持参するもの
井手町内で住所が変わったとき、世帯主や氏名が変わったとき 印かん・国民健康保険証

個人番号（マイナンバー）が分かるもの
保険証をなくした（汚れて使えなくなった等）とき 印かん・本人であることを証明するもの（使えなくなった国民

健康保険証等）
個人番号（マイナンバー）が分かるもの

お問い合せは：保健医療課（電話：８２－６１６６）
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○特別弔慰金の趣旨
　今日の日本の平和と繁栄の礎となった戦没者等の尊い犠牲に思いをい
たし、国として改めて弔慰の意を表するため、戦没者等のご遺族に特別
弔慰金を支給します。
　
○支給対象者
　令和２年４月 1 日（基準日）時点で、「恩給法による公務扶助料」や「戦
傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」等を受ける方（戦没者等の
妻や父母）がいない場合に、次の順番による先順位のご遺族お一人に支
給します。

戦没者等の死亡当時のご遺族で
　　１．令和２年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔
　　　　慰金の受給権を取得した方
　　２．戦没者等の子
　　３．戦没者等の①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹
　　　　※戦没者等の死亡当時、生計関係を有している等の要件を満た
　　　　しているかどうかにより、順番が入れ替わります。
　　４．上記１から３以外の戦没者等の三親等以内の親族（甥、姪等）
　　　　※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係を有して
　　　　いた方に限ります。
○支給内容　　額面２５万円、５年償還の記名国債
○請求期間　　令和２年４月１日から令和５年３月３１日まで
　　　　　　　（この期間を過ぎると請求できなくなりますのでご注意ください。）
○請求窓口　　住民福祉課
　請求手続など詳しくは、住民福祉課（℡８２－６１６４）まで。

第十一回特別弔慰金が支給されます
戦没者等のご遺族の皆さまへ

▽
対
象
＝
技
能
修
得
施
設
（
専

門
学
校
等
）
に
在
学
中
ま
た

は
入
学
予
定
で
低
所
得
世
帯

の
子

▽
支
給
額
＝
技
能
修
得
資

金
２
万
４
０
０
０
円
以

内
（
月
額
）、
入
所
支
度
金

５
万
５
０
０
０
円
（
１
年
生

の
み
※
）

※
入
学
日
か
ら
60
日
以
内
に

申
請
が
必
要
で
す
。

※
高
等
教
育
無
償
化
対
象
校

は
、
入
所
支
度
金
の
み
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▽
申
請
方
法
＝
収
入
基
準
や

対
象
施
設
の
確
認
な
ど
、
審

査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
下
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
3
月
中

旬
よ
り
随
時
受
付
）

▽
問
合
せ
・
申
請
先
＝
山
城

北
保
健
所
綴
喜
分
室
（
℡
63

‐
５
７
４
５
）

■
令
和
２
年
度
京
都
府
技

能
修
得
資
金
の
支
給
申
請

5 月は赤十字運動月間です
　日赤は国内外における自然災害等発生時の救護
活動をはじめ、救急法等各種講習の普及、輸血用
血液の安定供給など、人道的使命を果たすために
活動しています。これらの活動は皆様からお寄せ
いただく活動資金によって支えられています。こ
うした幅広い活動を継続し、更に充実させていく
ため、日赤の活動資金にご協力いただきますよう
お願いいたします。

お問合せは、日赤京都府支部　℡　075-541-9326
日赤山城地区事務局（井手町役場住民福祉課　℡ 82-6164）
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地域包括支援センター（℡８２－３６９０）
地

ち

域
い き

包
ほ う

括
か つ

のひまわり通
つ う

信
し ん

心
こころ

でつなぐ、地
ち
域
いき

でつつむ
“認

にん
知
ち
症
しょう
”

脳トレ教室ひまわりに参加してみませんか？
　今年度も「脳トレ教室ひまわり」を開

かい
催
さい

します！さまざ
まなゲームを中心とした「スリーＡ」と「みんなの認知症
予防教室」を実施しています。また、現在、認知症予防の
取組として注目されている「コグニサイズ」も実施してい
ます。コグニサイズは、あたまの認知トレーニングと同時
に体を動かして脳を活性化するものです。ぜひ脳トレ教室
ひまわりに参加して、日々の健康づくりに役立てて下さい。
・井手町にお住いの 65 歳以上の方が対象です。
・事前の申込み不要、参加費は無料です。
ご参加お待ちしております♪

＜井手地区＞
曜日：第 1・第 2 水曜日
時間：午後 1 時半～午後 3 時
場所：いづみ人権交流センター（研修棟）

＜多賀地区＞
曜日：第 2・第 4 水曜日
時間：午後 1 時半～午後 3 時
場所：賀泉苑（大広間）

ピーンと体操　グーンと体操　シャキッと体操
　足腰を鍛

きた

えて歩く力をいつまでも保
たも

つことが健
けん

康
こう

寿
じゅ

命
みょう

を伸ばす秘
ひ

訣
けつ

です。中級編その三♪
1 種目 10 回を目安におこない、慣れてきたら 2 ～ 3 セットを目標にしましょう。
　注）ストレッチなどで体をほぐしてからおこないましょう。

腕立て伏せ 足そらし

参考：独立行政法人国立長寿医療研究センター、2011、『認知症予防マニュアル　記憶力の向上を目指したプログラム』

（手順）
①イスの座面に
　手を置く
②軽く肘を曲げ
　て戻す

（手順）
　 椅 子 や テ ー ブ
ル、手すりなどに
つかまりながらお
こなう
・片足を後ろに持
ち上げる

➡

➡

２０２０年工業統計調査を実施します
○２０２０年工業統計調査は、従業者４人以上の全ての製造事業所を対象に、　　
　２０２０年６月１日時点で実施します。
○工業統計調査は、我が国における工業の実態を明らかにすることを目的と　　　
　する政府の重要な調査で、統計法に基づく報告義務のある基幹統計調査で　
　す。
○調査の結果は中小企業施策や地域振興など、国及び地域行政施策のための
　基礎資料として利活用されます。
○調査票に御記入いただいた内容は、統計作成の目的以外（税の資料など）
　に使用することは絶対にありません。
○調査の趣旨・必要性を御理解いただき、御回答をよろしくお願いいたしま
　す。

　同時に実施している経済構造実態調査の対象事業所・企業等におかれましては、
　両調査にご回答をお願いします。

総務省・経済産業省・京都府・井手町
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子育て支援カレンダー
子育て支援センターって？
子育て支援センターは、親子で一緒に遊んだり、子育ての情報交換や相談のできるところです。
センター内には手作りのおもちゃもたくさんあります。自由に気軽に遊びに来てください♪

【所在地】井手町大字井手小字玉ノ井４８－２（玉川保育園内にあります）
【TEL・FAX】８２－２２３２
【開いてる日】月曜日～金曜日（祝祭日を除く）午前９時半～午後４時

＊さんさん会
対象：妊婦から 3 歳くらいの子と親
活動日：月１回程度
　
＊竹の子ひろば
対象：妊婦から 3 歳くらいの子と親
活動日：月２回程度
場所：多賀保育園
　
※サークルに興味のある方は子育て支援センター
までお問い合わせください。

子育てサークル

親子の広場
＊たんぽぽ広場
　　　対象：妊婦～就園前の親子　
＊おでかけ広場
　　対象：妊婦～就学前の親子
＊すくすくクラブ
　　対象：1 歳半～ 2 歳半の親子（申込制）
＊のびのびクラブ
　　対象：2 歳半～就園前まで（申込制）

4 月 　　行事予定　（行事がない日でも毎日遊びに来れます♪）

と　　　　　き 内　　容 場所・備考
13 日（月）10：00 ～ 12：00 おでかけ広場 西部公民館
16 日（木）10：00 ～ 11：30 すくすく・のびのびクラブ ※申込制

21 日（火）10：00 ～ 11：00 たんぽぽ広場
「親子ふれあい遊び」

27 日（月）10：00 ～ 11：30 子育てリフレッシュ講座
「肩こり・腰痛改善エクササイズ」 ※申込制

30 日（木）10：00 ～ 11：30 すくすく・のびのびクラブ ※申込制
5 月

12 日（火）10：00 ～ 11：00 たんぽぽ広場
「食事用エプロンづくり」 ※申込制

13 日（水）10：00 ～ 12：00 おでかけ広場 西部公民館
14 日（木）10：00 ～ 11：30 すくすく・のびのびクラブ ※申込制
※場所の記載のないものは、全て「子育て支援センター」で行います。
※新型コロナウイルスの影響により、予定されている事業等が中止・変更になる恐れ
　があります。事前にご確認をお願いします。

●一時預かり「いちごぐみ」の利用について
お仕事や冠婚葬祭、リフレッシュなどのために一時預かりを行っております（有料）
【利用時間】 平日 8：30 ～ 16：30  

土曜 8：30 ～ 12：00  ※料金やその他詳細は子育て支援センター（℡ 82 － 2232）までお問い合わせください

　春の行楽シーズン到来とともに、屋外での活動が増えてき
ます。この時期は、降水量が少なく空気が乾燥し、強い風が
吹くなど、林野火災が発生しやすい気候条件となることが多
く、火災発生の増加が懸念されます。
　火災を防いでレジャーを楽しむために、一人ひとりが注意
することが必要です。

◇行楽期における火災の被害防止について◇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消防署からお知らせ

春の行楽期を火災のない楽しいものにするために・・・
　○キャンプ等で火を使用する際は、近くに水の入ったバケツなどを用意して、万一、
　　火が拡大した際すぐに消火できるようにしておく。
　○たばこは灰皿などがあるところで吸うか、携帯灰皿を携行し、投げ捨てなどは絶対
　　にしない。
　○ゴミ類は火災の発生、延焼拡大の原因となるため各自でゴミはきちんと持ち帰る。
　　　　　　　　　　　お問合せ　　京田辺市消防署　井手分署（℡８２－３０００）



広報いで R2-0411

子どもたちの「学びの場」「遊びの場」「友達づくりの場」
　　　いづみ児童館の取組み紹介

　「児童館」とは、子どもの健全な遊びを提供して、その心身の健康を増進し情操を豊かにすることを目的
とした児童福祉施設です。「児童館」には、遊戯室や学習室、図書室があり、体育館も併設しています。
　小中学生対象の学習会や、おやつ作りやゲームを通じて英会話を体験する「英語で遊ぼう」、伝統芸能で
ある和太鼓を楽しく体験できる「和太鼓教室」、スイカ割りやかき氷を楽しむ「お楽しみ会」、ゆうゆうスポー
ツクラブと共催の「スポーツ交流教室」、「手作り工作教室」などさまざまな教室を行っています。
　また、年間を通して「ヒップホップダンス教室」や「コーラス教室」も開催しています。皆さんもぜひ、
児童館に遊びに来ませんか？
　詳しくは、学校を通じて配布の児童館予定表やいづみ人権交流センター・児童館情報紙「きらめき」をご
覧ください。
　各教室や活動のお問い合わせやお申込みは、いづみ児童館（電話 82 － 4112）までお願いします。

Ｑ
．
現
在
学
生
で
す
が
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

　
　
　
　
　
　
　

困
難
な
と
き
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か

Ａ
．
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、
20
歳
の
時
か
ら
国
民

年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
す
が
、
学
生
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
負
担
を
考
慮
し
、
在
学

中
の
保
険
料
納
付
を
猶
予
す
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
大
学
、
短
期
大
学
、
大
学
院
、
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
、
各
種
学
校
（
１
年

以
上
の
就
学
課
程
に
限
る
）
に
在
学
す
る
20
歳
以
上
の
学
生
で

す
。
ま
た
、
夜
間
・
定
時
制
・
通
信
課
程
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
年
金
手
帳
、
学
生

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
書
類
（
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
）

を
持
参
の
上
、
住
民
福
祉
課
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月
か
ら
翌
年
の
３
月
ま
で

と
な
り
ま
す
が
、
承
認
を
受
け
た
次
の
年
度
も
在
学
予
定
で
あ

る
場
合
は
、
４
月
初
め
に
再
申
請
の
用
紙
が
届
き
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
将
来
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
ま
す

が
、
受
け
取
る
年
金
額
の
計
算
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。
将
来

受
け
取
る
年
金
額
を
減
ら
さ
な
い
た
め
に
、
承
認
を
受
け
て
か

ら
10
年
間
の
う
ち
に
保
険
料
を
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
が
で

き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら

起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険

料
に
一
定
の
加
算
額
が
加
わ
り
ま
す
）
卒
業
後
、
受
け
取
る
年

金
額
を
満
額
に
近
付
け
る
た
め
に
も
追
納
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

ヒップホップダンス教室 コーラス教室 　習字教室 お楽しみ会

　スポーツ交流教室 和太鼓教室 英語で遊ぼう
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●

Information

おしらせ
日
時
／
５
月
10
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署

　
　
　

会
議
室

定
員
／
10
名
程
度

参
加
費
／
無
料

受
付
／
５
月
８
日
（
金
）
午
後
5
時
ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署

井
手
分
署　
（
℡
82
‐
３
０
０
０
）

「
救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ
」

「
母
子
家
庭
奨
学
金
」
の

　
　
　
　
　

受
付
が
始
ま
り
ま
す

　

令
和
２
年
度
母
子
家
庭
奨
学
金
（
京
都

府
内
で
京
都
市
以
外
の
市
町
村
に
在
住
す

る
高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
を
扶
養
し
て
い

る
母
対
象
）
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
該

当
さ
れ
る
方
は
５
月
29
日
（
金
）
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
５
月
29
日
ま
で
に

申
請
が
な
い
場
合
は
、
申
請
月
の
翌
月
か

ら
の
支
給
と
な
り
、
１
年
分
の
奨
学
金
を

受
け
取
っ
て
い
た
だ
け
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
住
民
福
祉
課
（
℡
82
‐

６
１
６
４
）
ま
で

ス
ポ
ー
ツ

【
井
手
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
総
合
開
会
式
・

町
民
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
】

日
時
／
４
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時
～

場
所
／
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

【
町
長
旗
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

日
時
／
４
月
26
日
（
日
）
午
前
８
時
半
～

場
所
／
有
王
グ
ラ
ウ
ン
ド

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡

82
‐
５
７
０
０
）

講
座
・
教
室

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
４
月
21
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時
半　

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
／
筆
ペ
ン
ま
た
は
筆

《
大
正
琴
》

日
時
／
４
月
24
日
（
金
）・
５
月
８
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
太
極
拳
》

日
時
／
４
月
24
日
（
金
）・
５
月
８
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡ 

82 

‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
「
テ
ー
ブ

ル
カ
ー
リ
ン
グ
」】

日
時
／
４
月
15
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
が
い
の

あ
る
方

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
20
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
だ
よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

の
詳
し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
82
‐
３
９
０
１
）
ま
で

【
健
康
教
室
】

日
時
／
４
月
23
日
（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
／
タ
オ
ル
・
健
康
手
帳
・
飲
み
物

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡ 

82 

‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
家
庭
教
育
学
級
開
講
式
及
び
第
１
回
講

座
】

日
時
／
４
月
24
日
（
金
）

　
　
　

午
前
11
時
～
正
午

場
所
／
多
賀
保
育
園

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡

82
‐
５
７
０
０
）
ま
で

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
公
開
】

日
時
／
４
月
28
日
（
火
）

　
　
　

午
後
７
時
半
～
９
時

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
申
込
は
不
要
で
す

・
天
候
な
ど
の
条
件
に
よ
り
公
開
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

・
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
お
子
様

だ
け
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡

82
‐
５
７
０
０
）
ま
で

健　

康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
５
月
７
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
82
‐
３
９
０
１
）
ま
で

【
介
護
予
防
事
業
】

《
脳
ト
レ
教
室
ひ
ま
わ
り
》

日
時
／
４
月
22
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含

め
、
予
防
ゲ
ー
ム
や
脳
ト
レ
に
興
味
の
あ

る
方
は
年
齢
関
係
な
く
参
加
可
能
）

持
ち
物
／
お
茶
（
水
分
補
給
用
）

費
用
／
無
料
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１　募集種目及び試験期日等
募集職種 受付期間 試験期日 資　格

幹　部
候補生

一　般
（大卒程度）

令和２年
３月１日 ( 日 ) ～５月１日 ( 金 )

１次：５月９日 ( 土 )・１０日 ( 日 )
２次：６月９日 ( 火 ) ～１２日 ( 金 )
３次（海・空飛行要員のみ）
　　　海：７月６日 ( 月 ) ～１０日 ( 金 )
　　　空：７月１１日(土)～３０日(木)

２２歳以上２６歳未満の者
( ２０歳以上２２歳未満の者
は大卒 ( 見込含 )
修士課程修了者等（見込含）
は２８歳未満）

一　般
（院卒者）

歯　科
・

薬剤師
１次：５月９日 ( 土 )
２次：６月９日 ( 火 ) ～１２日 ( 金 )

専門の大卒（見込含）２０歳
以上３０歳未満の者

（薬剤科は２０歳以上２８歳
未満の者）

一般曹候補生
（第１回）

令和２年
３月１日(日)～５月１５日(金)

１次：５月２３日（土）
２次：６月２４日（水）～６月２９日（月）
２次はいずれか１日を指定します。

１８歳以上３３歳未満の者
（３２歳の者は、採用予定月
の末日現在３３歳に達してい
ない者）

自衛官候補生 年間を通じて行っております。 受付時にお知らせします。※

１８歳以上３３歳未満の者
（３２歳の者は、採用予定月
の１日から起算して３月に
達する日の翌月の末日現在、
３３歳に達していない者に限
る）

　（注）※令和３年３月高等学校卒業予定者または中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、
　　　　 令和２年９月１６日以降に行います。

２　受付及び問い合わせ先
　（１）　自衛隊京都地方協力本部（京都市中京区西ノ京笠殿町３８　℡ ０７５－８０３－０８２０）
　（２）　宇治地域事務所（宇治市広野町西浦７１－５　S.C OKUBO ２０２号室　℡４４－７１３９）
　（３）　その他　自衛隊各駐屯地・各基地においても案内を行っています。

令和２年度自衛官募集案内

各 

種 

相 

談

【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

消
費
生
活
相
談
】

日
時
／
４
月
20
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
賀
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
82
‐
３
９
０
１
）
ま
で

＊
消
費
生
活
相
談
は
、
電
話
で
も
相
談
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
相
談
専
用
番
号

（
℡
０
９
０
‐
５
８
８
９
‐
５
３
６
７
）

ま
で

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
４
月
27
日
（
月
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
82
‐
３
９
０
１
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
）】

日
時
／
４
月
24
日
（
金
）・
５
月
８
日
（
金
）

　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
１
時
50
分

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
相

談
室

＊
こ
こ
ろ
の
相
談
室
は
予
約
制
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
４
月
15
日
（
水
）

受
付
／
午
前
９
時
半
～
10
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

82
‐
３
３
８
５
）
ま
で

【
障
が
い
者
相
談
】

日
時
／
４
月
14
日
（
火
）・
28
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
会
議
室

＊
障
が
い
者
相
談
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課
（
℡

82
‐
６
１
６
５
）
ま
で

子 
育 
て

【
乳
幼
児
健
診
】

《
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
康
診
査
》

日
時
／
４
月
13
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
29
・
７
・
31
～
Ｈ
29
・
11
・
13

生
ま
れ

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、保
健
セ
ン
タ
ー（
℡

82
‐
３
３
８
５
）
ま
で

・
申
込
み
は
不
要
で
す

・
こ
の
教
室
で
は
認
知
症
の
こ
と
や
介
護

な
ど
の
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
６
９
０
）
ま
で
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【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月

　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

10
月
～
３
月

　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

☆
４
月
・
５
月
の
休
館
日

４
月
13
・
20
・
23
・
27
・
30
日

５
月
７
・
11
～
14
・
18
・
25
・

28
日

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
12
冊
・
２
週
間

雑
誌
は
１
人
５
冊
・
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
・
１

週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介

　

４
月

一
般
書

「
発
注
い
た
だ
き
ま
し
た
！
」

　
　
　
　
　
　

 

朝
井 

リ
ョ
ウ

「
ひ
こ
ば
え 

上
・
下
」

　
　
　
　
　
　
　
　

 

重
松 

清

「
チ
ー
ム 

Ⅲ
」　　

 

堂
場 

瞬
一

「
嫁
ぐ
日
」　　
　

  

諸
田 

玲
子

「
い
つ
で
も
母
と
」

　
　
　
　
　
　

  

山
口 

恵
以
子

「
ナ
ガ
サ
レ
ー
ル 

イ
エ
タ
テ
ー

ル 

完
全
版
」

　
　
　
　

ニ
コ
・
ニ
コ
ル
ソ
ン

「
ザ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
」

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
サ
イ

ス児
童
書

「
ピ
ー
タ
ー
と
オ
オ
カ
ミ
」

　
　
　
　
　
　
　

 

降
矢 

な
な

「
こ
ん
な
に
す
ご
い
よ
歯
の
や

く
わ
り
」   

な
が
お
か 

え
つ
こ

「
ま
っ
し
ょ
う
め
ん
！ 

３ 

胴

を
打
つ
勇
気
」  

あ
さ
だ 

り
ん

「
き
み
が
、
こ
の
本
、
読
ん
だ

な
ら 

ざ
わ
め
く
教
室
編
」

　
　
　
　
　
　

  

戸
森 

し
る
こ

「
エ
ミ
リ
ー
と
は
て
し
な
い
国
」

　
　
　

ケ
イ
ト
・
ソ
ー
ン
ダ
ズ

４
月
・
５
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
か
み
し
ば
い
》

４
月
11
日
（
土
）・
５
月
９
日

（
土
）

い
ず
れ
も　

午
後
１
時
半
～

図
書
館
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

《
春
の
お
は
な
し
会
》

４
月
26
日
（
日
）
午
前
11
時
～

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
集

会
室

４
月
・
５
月
の
出
張
貸
出

☆
賀
泉
苑
（
毎
週
水
曜
日 

午

前
10
時
～
正
午
）

４
月
15
・
22
日
・
５
月
20
・
27

日☆
玉
泉
苑
（
毎
週
木
曜
日 

午

後
２
時
～
午
後
４
時
）

４
月
16
・
23
日
・
５
月
21
・
28

日

　茶の湯という一大文
化を完成させ、天下人・
豊臣秀吉の側近くに仕
えた千利休。利休は何
を目指し、何を企んで
いたのか。その謎めい
た心根と切腹の真相に
迫る歴史大河ロマン。

茶聖
伊東 潤

　だるさや肌荒れの原
因 は、 鉄 不 足 か も？　
女性や子どもが不足し
がちな鉄分を、こまめ
にかしこく取り入れる
ことができる「鉄分補
給レシピ」を紹介する。
著者と女子栄養大学栄
養クリニック教授・蒲
池桂子との鉄分対談も

疲れないからだになる鉄分ごはん
ワタナベ マキ

収録。

　いちごを食べると口
の中でプチプチプチと
音がします。いったい
何の音でしょう？いち
ごの苗を植えて育てて
みましょう。どんな風
に葉っぱは生えていま
すか？絵本を見ながら
自然観察をたのしめる
一冊。

いちご
荒井 真紀

　緊急時に使うさまざ
まな道具の使い方を、
イラストで紹介。１は、
消火器、火災報知機、
避難器具など、たても
のの中で使う、道具の
使用手順や注意点を解
説するほか、道具に関
係する災害・事故の事
例も収録する。

いざというとき使えるために
緊急のものトリセツ図鑑①
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ごみは、朝９時までに出してください。
★燃やすごみ、その他ごみ、プラマーク包装容器、カン、ビン、ペットボトルは透明・半透明の袋に入れて出
してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明
な袋に入れて出してください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（℡ 82 ‐ 6168）してください。（テレビ・冷
蔵庫・冷凍庫・　洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
　※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール、紙パック、雑紙〈その他の紙類〉ごとに分別のうえ）の収集は全地区
　毎週月曜日です。

ごみ収集日程表（4月 11日～ 5月 10日）

区　分
地　区 燃やすごみ カン ビン ペット

ボトル 粗大ごみ プラマーク
容器包装 その他

北　　　区
南　　　区
水　無　区

火・金曜日 4 月 23 日 4 月 16 日 5 月 7 日 4 月 30 日 水曜日 火曜日

玉　水　区
石　垣　区
高　月　区

月・木曜日 4 月 24 日 4 月 17 日 5 月 8 日 4 月 30 日 水曜日 火曜日

上 井 手 区
多 賀 全 区 火・金曜日 4 月 30 日 4 月 16 日 5 月 7 日 4 月 23 日 水曜日 水曜日

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（℡ 82-6168）まで
し尿収集日程

収集日 区域番号 収 集 区 域
4月27日 ④ 西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東松ヶ花、

茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷

5 月 1 日 ⑦ 西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平

4月13日
5月7日 ⑨ 内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、天王山、

蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜、阿弥陀寺

4月15日 ⑪ 安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内、下赤田、
上赤田

4月17日 ⑬ 里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山縁、
田村新田、柏原

4月21日 ⑮ 川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、南玉水、久保、渋川、段ノ下、扇畑、
浜田、橋ノ本

4月23日 ② 梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、南溝、
鳥休、柴木田

※し尿収集日程に関するお問い合わせは、役場産業環境課（℡ 82-6168）まで

４月から臨時くみ取りの受付先が変わります

臨時くみ取りをご希望の方は、電話予約をしてください
※できるだけ期日に余裕をもってお申し込みください。

（予約状況によってご希望に添えない場合があります。）
お問い合わせは、城南衛生管理組合　業務課（℡　075-631-5171）

新受付先 城南環境事業協同組合
　℡２３－５９６３
受付　平日 午前 8 時半～午後５時 15 分



月日 曜日 行　　　　事

4/11 土 親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）

12 日

13 月 ２歳６カ月児歯科健康診査（午後１時～１時半受付、保健センター）

14 火 障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室・予約制）

15 水 育児相談・遊びの広場（午前９時半～ 10 時半受付、保健センター）
社協生き生きサロン【テーブルカーリング】（午後１時半～、玉泉苑）

16 木 すくすく・のびのびクラブ（午前 10 時～ 11 時半、子育て支援センター）

17 金

18 土

19 日 井手町スポーツ協会総合開会式（午前９時～、山城勤労者福祉会館）
井手町スポーツ協会町民フットサル大会（午前 10 時～、山城勤労者福祉会館）

20 月 心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、賀泉苑）

21 火 ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

22 水 脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、賀泉苑）
社協生き生き体操（午後１時半～、玉泉苑　※井手地区・多賀地区合同）

23 木 健康教室（午前 10 時～ 11 時半、いづみ人権交流センター）

24 金
大正琴教室（午前 10 時～正午、いづみ人権交流センター）
家庭教育学級開講式及び第１回講座（午前 11 時～正午、多賀保育園）
こころの相談室（午前 11 時～、いづみ人権交流センター・予約制）
太極拳教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

25 土 IDE ゆうゆうスポーツクラブ開始式（午前９時半～、山城勤労者福祉会館）
第 10 回ふれあいギャラリー（午前 10 時～午後４時、自然休養村管理センターホール）

26 日
井手町スポーツ協会町長旗争奪ソフトボール大会（午前８時半～、有王グラウンド）
第 10 回ふれあいギャラリー（午前 10 時～午後３時、自然休養村管理センターホール）
春のおはなし会（午前 11 時～、山吹ふれあいセンター集会室）

27 月 無料法律相談 ( 午後２時～４時、玉泉苑・予約制）

28 火 障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室・予約制）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

29 水 昭和の日

30 木 すくすく・のびのびクラブ（午前 10 時～ 11 時半、子育て支援センター）

5/1 金 無火災デー防火パレード

2 土 むすび家カフェ（午前７時半～午後２時半、むすび家 ide）

3 日 憲法記念日
むすび家カフェ（午前７時半～午後２時半、むすび家 ide）

4 月 みどりの日

5 火 こどもの日

6 水 振替休日
むすび家カフェ（午前 11 時～午後４時、むすび家 ide）

7 木 山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）

8 金
大正琴教室（午前 10 時～正午、いづみ人権交流センター）
こころの相談室（午前 11 時～、いづみ人権交流センター・予約制）
太極拳教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

9 土
むすび家カフェ（午前７時半～午後２時半、むすび家 ide）
IDE ゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）

10 日 むすび家カフェ（午前７時半～午後２時半、むすび家 ide）
※新型コロナウイルスの影響により、予定されている事業等が中止・
　変更になる恐れがあります。事前にご確認をお願いします。

まちのカレンダー
（4 月 11 日～ 5 月 10 日）

　　　　　　　

　玉水駅前さくらでは、毎日手作りの日替わり
ランチをご用意しています。
　今月の紹介ランチは、４月２２日 ( 水 )、と
んかつ定食です。ボリューム満点、揚げたてサ
クサクの自慢の逸品です。
　ぜひ一度ご賞味ください。(600 円 )

とんかつ定食

営業時間　午前９時～午後 4 時半
定休日　　日曜・祝日　　　　　　　　（℡ 0774-82-3174）

玉水駅前休憩所 さくら

発行：京都府綴喜郡井手町　編集：企画財政課　井手町ホームページ：http://www.town.ide.kyoto.jp/

おめでとうございます
(2 月 16 日から 3 月 15 日までの届け出分・敬称略 )

住 所 赤ちゃん 届 出 人
井 手 乾　蒼

あおい 誠
井 手 淺 野　萌

もえ 元 貴
井 手 瀧 川　心

しん 経 一
多 賀 東　楓

か
 恋
れん

　 和 洋
田村新田 南 本　美

み
 咲
さき 直 子

多 賀 村 田　光
こう

 駿
しゅん 直 史

井 手 藤 原　諒
りょう 秀 二

〈
出
生
〉

公共施設電話番号一覧
名　称 電話番号 名　称 電話番号
市外局番　0774 市外局番　0774

総務課 82-6161 保健センター 82-3385
地域創生推進室 82-6170 地域包括支援センター 82-3690
企画財政課 82-6162 泉ヶ丘中学校 82-2070
税務課 82-6163 井手小学校 82-2119
住民福祉課 82-6164 多賀小学校 82-2112
高齢福祉課 82-6165 玉川保育園 82-2153
保健医療課 82-6166 多賀保育園 82-2225
建設課 82-6167 いづみ保育園 82-4160
産業環境課 82-6168 子育て支援センター 82-2232
上下水道課 82-6169 環境衛生センター 82-4651
会計課 82-6171 学校給食センター 82-3617
議会事務局 82-6172 まちづくりセンター椿坂 82-3838
教育委員会 ( 学校教育課 ) 82-4333 町立デイサービスセンター 99-4318
山吹ふれあいセンター 82-5700 老人福祉センター「玉泉苑」 82-3499

（図書館・社会教育課） 老人福祉センター「賀泉苑」 82-5059
いづみ人権交流センター

82-3380
82-4112

京田辺市消防署　井手分署 82-3000
同和・人権政策課

井手町役場　代表番号 82-2001
いづみ児童館

住所 夫 妻
井 手 河 本　英 樹 伊 藤　遥

〈
婚
姻
〉


